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 要  旨 
 
一般的にWebの情報は既存のマスメディアと比べ信頼性が乏しいと認識されて
いるのが現状である．しかし，Webは情報の即時性という点で既存のマスメディア
に勝ることも事実である．したがって，Webページに記載された情報の信頼性を容
易に知ることは，情報源としてのWebの有用性を向上させ，情報収集をより便利に
するために重要である．さらに，大量かつ刻々と増え続けるWebページの中から信
頼できる情報を人手で選別するのに大変な労力がかかることを考えると，Webペー
ジに記載された情報の信頼性を自動推定する技術の開発が望ましい． 
 
しかし，情報の信頼性つまり情報の真偽を確かめることは人手でも簡単ではな
い．Webページに記載されている情報の真偽をシステムが自動的に知ることはさら
に困難である．人間の場合には，複数の独立した情報源から同じ情報が得られれ
ばその情報内容はまず正しいだろうというような判断を行うことができるが，こ
のような判断の自動化も現在の言語処理技術では容易ではない． 
 
 そこで本研究では，ｑ推定対象のWebページの情報のみから簡単に信頼性を推定
する手法を提案する．この手法は関連するWebページの集合を必要とせず，ジャン
ルや情報内容に依存しない汎用的な手法である．方法論自体は言語や文化に依存
しないが，実際に実装する自動推定法は日本語のWebページを主な対象とするの
で，日本人ユーザを対象としたWebページの信頼性判断の調査を独自に行い，その
結果を用いて信頼度の計算手法を提案する．また，Webページの信頼性を考慮した
評判検索とスパムフィルタを提案し，本提案手法の有効性の検証を行った． 
 
 人手により作成された正解データを用いた評価実験から，記載されている情報
の意味を扱うことなしに情報の真偽を判断が可能であることを明らかにした．特
にリンク先やリンク元のWebページの信頼性の集合を必要としない手法であるこ
とから，作られたばかりのWebページの信頼性も推定することができ，Webの特徴
である即時性という点からも有用であると言える．また，本提案手法は評判検索
やスパムフィルタとしても十分有用であることから実用的であると言える． 
 
